
（様式第４号） 中央公民館運営審議会会議概要

１ 審議会名 平成 26年度 第 3回 中央公民館運営審議会

２ 日 時 平成 27年 3月 24 日（火）午後 1時 30分から午後 2時 25分まで

３ 会 場 中央公民館 相談室

４ 出 席 者 小岩井彰委員、久保田夕佳委員、渡邉務委員

５ 市側出席者 神林館長、田中次長

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 0人 記者 0 人

８ 会議概要作成年月日 27年 3月 24 日

協 議 事 項 等

１ あいさつ （小岩井会長）

２ 協議事項 （進行：小岩井会長）

（１）平成 26 年度下半期事業報告について（説明：神林館長）

（委 員） 高齢者向けのことぶき大学事業の定員はどうか。

（事務局） ここ 2年間は、ちょうど定員ぐらいで、抽選なしに入学できている。

（委 員） 高齢者の学習を推進するためにも、高齢者のご希望に沿って学習できるようにしてほ

しい。

（委 員） 子育て支援の事業は大切。講座に参加するお母さんたちに、他の子育て事業の情報発

信をしてほしい。

（２）平成 27 年度事業計画について（説明：神林館長）

（委 員） 学習支援ボランティアを進めるため、学校支援の楽しさなどを理解してもらえるよう

な講座を開催してはどうか。

（委 員） ボランティアはありがたい存在だが、立ち入りし過ぎて、受け入れ側が困ることもあ

る。コーディネーターに調整してもらうと助かる。

（委 員）小中学校では、地域との接点があったが、高校になったら、地域との接点が無くなった。

（委 員）中学に入ると、地域の行事に参加しなくなり、困ることもある。

（委 員）地域の行事に、地域の子どもが参加するのが基本。学校でも、子どもを学校内に取り込

むのではなく、校外に出していくことも大切。

（３）その他 なし

３ その他 なし


